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菅波　茂●アジア医師連絡協議会代表

土井高徳●アフリカ教育基金の会専務理事

吹浦忠正●難民を助｡l,会副会長

－

司　会
小井沼紀芳
●外務省総合外交政策局　ノ

　国畷社会協力部難民支援室長

－

実利を伴う援助は不純と思われがちな日本。しかし、明確な理念に

裏付けられたミッション産業としてのＮＧＯは、もはや欧米では常

識である。今後問われる日本のＮＧＯ像とは

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
勤
状
況

小
井
沼
　
地
域
紛
争
が
多
発
す
る
現
在
の
国
際
情

勢
の
中
で
、
人
道
支
援
、
難
民
支
援
が
大
き
な
問

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
世
界

的
に
見
る
と
ア
ジ
ア
の
難
民
問
題
は
収
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ア
フ
リ
カ
の
大
潮
地
域
、
ブ
ル
ン

ジ
、
ル
ワ
ン
ダ
や
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
難
民
開
題
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
、
こ
う
し
た
人
道
支
援
、
難
民
支
援
に

つ
い
て
、
国
際
機
関
を
通
じ
て
の
財
政
的
な
支
援

を
行
な
っ
て
お
ｎ
へ
た
と
え
ば
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国

座
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
に
対
す
る
財
政
的

な
拠
出
は
、
一
国
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で

世
界
第
二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
他
方
で
、

お
金
だ
け
出
し
て
い
れ
ば
日
本
の
果
た
す
べ
き
役

割
が
果
た
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
議
論
が
か
な

り
出
て
い
ま
す
。
人
道
、
難
民
支
援
の
現
場
に
日

本
人
が
行
っ
て
汗
を
流
す
、
人
的
な
貢
献
が
も
っ

と
必
要
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
点
で
最
近
非
常
に
目
立
つ
の
が
、
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
海
外
で
の
活
躍
で
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ア
フ
リ
カ
や
旧
ユ
ー
ゴ
の
現
場
で
、
医

療
、
保
健
、
食
料
供
給
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

最
近
の
特
徴
的
な
海
外
で
の
活
動
と
、
基
本
的
な

ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

／Ｚ

プロとしてのＮＧＯを
日本に育てる必要性
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吹
浦
　
難
民
を
助
け
る
会
（
Ａ
Ａ
Ｒ
）
は
、
ク
ロ

ア
チ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
ー
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
に
約
一
〇
人
、
ル
ワ
ン
ダ
と
ザ
ン
ビ
ア
に
約

一
〇
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
五
二
人
が
常
駐
し
、
緊

急
援
助
か
ら
村
づ
く
り
ま
で
三
五
ほ
ど
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
活
動
す
る
際
に
も
っ
と
も
重
点
を
置

い
て
い
る
の
は
、
子
供
と
障
害
者
で
す
。
難
民
と

い
う
状
況
の
中
で
、
こ
の
二
者
は
一
番
苦
労
が
多

く
、
義
￥
“
義
足
、
車
椅
子
、
松
葉
杖
、
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
の
配
布
や
点
滴
の
輸
液
の
生
産
な
ど
の
支

援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
専
門
性
の
あ
る
こ
と
は

せ
い
ぜ
い
二
」
）
○
メ
ー
ト
ル
級
の
井
戸
を
据
る
こ

と
で
、
そ
れ
以
外
は
淮
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
地
雷
の
撤
去

作
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
が
地
雷
を

掘
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協

力
で
現
地
の
人
の
地
雷
撤
去
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

同
様
に
、
現
地
の
ス
タ
″
フ
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

そ
の
他
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
運
機
関

と
協
力
し
、
目
本
の
政
府
と
も
是
々
非
々
で
協
力

す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
支
援
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

菅
波
　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
＝

ア
ム
ダ
）
は
一
ハ
カ
国
に
支
部
を
持
ち
、
二
〇
力

国
で
三
〇
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、

緊
急
人
道
援
助
、
開
発
、
予
防
的
措
置
の
三
つ
で

す
。
緊
急
人
道
援
助
活
動
に
関
し
て
は
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

っ
て
い
ま
す
。
開
発
に
関
し
て
は
、
ア
ム
ダ
≒
ハ

ン
ク
ニ
プ
ノ
プ
レ
ッ
ク
ス
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
と
言
い
ま

し
て
、
収
益
事
業
と
保
健
、
教
育
を
セ
ッ
ト
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
的
措
置
に
関
し
て
は
今
、

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
間

の
折
衝
や
、
ア
フ
ガ
ュ
ス
タ
ン
で
の
各
派
と
の
連

携
に
つ
い
て
、
医
療
と
い
う
積
極
的
な
中
立
性
を

も
っ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
人
道
援
助
の
内
容
は
、
難
民
支
援
、
自
然

災
害
対
策
、
感
染
症
対
策
で
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋

の
一
四
カ
国
め
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
緊
急
協
議
機
構
（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）
を
作
り
、
自
然

災
害
の
時
に
は
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
感
染
症
に
関
し
て
は
、
細
菌
学
の
専

門
家
を
入
れ
て
チ
ー
ム
編
成
を
し
、
ア
ジ
ア
の
専

門
家
を
含
め
て
対
象
国
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
フ
リ
カ
で
は
、
難
民
と
同
時
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
事
業
団
）
が
ザ
ン
ビ
ア
で
初
め
て
行
な

う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
レ
ペ
ル
で
の
健
康
と
貧
困
対

策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
で
は
そ
の
ほ
か
、
ス
ー
ダ
ン
、
ジ
ブ
チ
、
ケ

ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、

ア
ン
ゴ
ラ
、
雨
ア
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

お
り
、
中
南
米
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
ボ
リ
ビ
ア
で
も

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

土
井
　
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
合
（
Ａ
Ｅ
Ｆ
）
は
、

ア
フ
リ
カ
の
角
か
ら
大
潮
地
域
に
か
け
て
の
ケ
ニ

ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ュ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ソ

マ
リ
ア
の
五
カ
国
に
一
三
ヵ
所
の
事
務
所
を
置
き
、

難
民
支
援
を
中
心
と
し
た
緊
急
援
助
、
復
興
援
助
、

開
発
援
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｆ
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
よ
う
な
も
の
で
、

医
療
、
教
育
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
、
環
境

問
題
、
人
口
、
エ
イ
ズ
な
ど
、
そ
の
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
す
べ
て
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
難
民
支
援
に
関
し
て
は
、
こ
の
五
カ
国
で
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ィ
ン
グ
≒
ハ
ー
ト
ナ

ー
実
施
契
約
（
業
務
委
託
契
約
）
を
持
ち
、
当
該

国
政
府
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
て
い
ま

す
。
難
民
支
援
を
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
い
う
オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
と
当
該
国
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
合
意
の
も
と

に
進
め
る
と
い
う
枠
組
み
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て

い
ま
す
。
私
だ
ち
と
し
て
は
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
メ
イ

ン
で
す
が
、
そ
の
他
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
、
Ｉ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
移
住
機
構
）
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

（
国
運
児
童
基
金
）
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
世
界
食
糧
計
画
）
な

ど
の
国
際
機
関
か
ら
も
現
物
供
与
を
受
け
な
が
ら

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ワ
ン
ダ
難
民
に
関
し
て
は
、
九
四
年
四
月
の

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
難
民
流
出
前
に
国
境
に
ス
タ
ッ

フ
を
待
機
さ
せ
、
国
境
な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
、

赤
十
字
と
Ｉ
績
に
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。
第

一
フ
ェ
ー
ズ
の
医
療
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
第
二

フ
ェ
ー
ズ
の
教
育
、
女
性
の
収
入
向
Ｌ
、
あ
る
い
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１

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ヘ
ル
ス
・
ワ
ー
力
―
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
い
、
そ
の
後
ル
ワ
ン
ダ
に
入
っ
て
、
国
境
沿
い

に
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
ま
し
た
。

昨
年
一
二
月
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
Ａ
Ｅ
Ｆ
が
中
心

と
な
っ
て
、
四
八
万
人
の
難
民
の
帰
還
を
担
当
そ

の
シ
ェ
ル
タ
ー
造
り
な
ど
再
定
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

医
療
施
設
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
、

い
か
は
難
民
支
援
の
入
り
目
か
ら
出
口
ま
で
全
部

経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
運
諸
機
関
、
各
・
国
政
府
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
連
名
に
よ
る
九
五
年
ル
ワ
ン
ダ
、
九
六

年
ソ
マ
リ
ア
再
建
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ア
ピ
ー
ル
に
、

わ
が
国
か
ら
唯
一
名
を
連
ね
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
ス
ー

ダ
ン
の
難
民
の
定
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
た
め
の
ク
ロ
ス
ボ

ー
ダ
ー
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
た
の
が
九
二
年

で
す
が
、
以
来
社
年
間
で
ア
フ
リ
カ
の
大
潟
地
域
で

は
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
ザ
イ
ー
ル
難
民
な
ど
に
つ
い
て
、

各
国
の
国
連
事
務
所
か
ら
支
援
を
し
て
は
し
い
と

い
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人
材
面
、
資
金
面

の
関
係
で
戦
略
的
に
選
択
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が

残
念
で
す
。

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

小
井
沼
　
目
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
最
近
で
は
海
外
で
活

発
に
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
欧
米
の
大
き
な

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
競
争
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で

す
。
歴
史
や
組
織
、
人
材
や
財
政
面
な
ど
の
諸
要

素
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
皆
さ
ん
が
現
場

で
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
自
分
た
ち
の
活
動
を
比
べ
て
、

ど
ん
な
違
い
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

吹
浦
　
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
目
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
大
き

な
違
い
は
、
市
民
参
加
型
で
あ
る
か
否
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
約
二
言
○
あ
る

と
言
わ
れ
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
一
般
市
民
参
加

型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
数
は
圧
倒
的
に
多
い
ん
で
す
が
、

一
般
会
計
予
算
約
五
億
円
の
わ
れ
わ
れ
を
含
め
て
、

世
界
に
比
べ
れ
ば
み
ん
な
小
さ
い
も
の
で
す
。
一

般
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
七
つ
の
こ

と
が
言
え
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
第
一
に
、
日
本
赤
十
字
社
と
共
同
募
全
会
と
い

う
伝
統
型
の
大
き
な
二
つ
の
組
織
に
日
本
人
の
浄

財
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
二
は
官
尊
民

年
型
で
、
官
に
か
ら
ん
で
い
る
も
の
が
強
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
青

年
海
外
協
力
隊
は
実
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
二

番
目
は
国
内
活
動
優
先
型
で
、
日
本
に
だ
っ
て
困

っ
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
に
、
な
ぜ
外
国

号
汀
く
の
か
と
い
う
発
想
が
依
然
と
し
て
あ
る
こ

と
で
す
ね
。
四
番
目
は
募
金
型
な
い
し
は
免
罪
符

購
大
型
で
、
河
か
が
起
こ
る
と
Ｉ
〇
〇
〇
円
で
も

寄
付
し
て
自
己
免
責
す
る
、
と
い
う
人
が
多
い
こ
と

で
す
。
五
番
目
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
こ
ン
ュ
ネ
ー
ブ

☆ＮＧＯ東京地雷会議のお知らせ☆

1997年３月日日出～９日旧}の日程で、国立オリンピック記念青

少年総合センター国際交流館においてｊ刻人地雷全面禁止に向

けて｣をテーマとしたＮＧＯ主催による国際会議が開催されま

す(有料)。

問い合わせ先：難民を助ける会　ＮＧＣ〕東京地雷会議事務局

�03-3491-4200　FAX:n3-3491-4192

インターネットhttl⊃://www2.meshnet.o｢.Jﾛ／

－ａａｒＪａｐａｎ

ＮＧＣ｣東京地雷会議ホームページアドレス

http：／／ｗｗｗ．．ｍｅｓ．ｎet.or.Ｊ口／

一一ａａｒｊａｏａｎ／ｍｉｎｅ／ｎｇｏ．ｈｔｍｌ

難民を助ける会
Association to Aid RefUgees, Japan

世界各地の難民の自立をめざした救援・支援活動を展開するた

め、1979年に設立される。旧ユーゴやカンボジア、タンザニア、

ルワンダなどでの活躍はつとに有名である。医療品、毛布、カ

ンバンなどの配布を行なうほか、井戸掘り、クリニック開設、

職業訓練指導、橋・道路の整備などを幅広く手掛ける。最近で

はカンボジアにおける対人地雷撤去のための支援活動にも取り

組んでいる。「ＡＡＲボランティア情報」などを刊行。

〒141東京都品川区上大崎4-5-26-2-101

�03-3491-4200

E-mail: JAF052511niftyser.ve.or.Jロ
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型
、
つ
ま
り
こ
の
両
都
市
に
本
部
を
置
く
よ
う
な

国
遅
機
関
ド
先
十
字
な
ど
石
灰
際
的
な
大
組
織
に

送
金
す
る
だ
け
の
日
本
の
匡
内
組
織
が
信
頼
な
い

し
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
六
番

目
は
政
治
ふ
示
教
ペ
ー
ス
型
が
強
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
七
番
目
は
本
部
事
務
局
が
不
安
定
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
多
い
と
片
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
各
団
体
の

経
験
を
待
ち
寄
っ
て
向
上
を
図
る
な
ど
し
て
い
ま

す
が
、
発
展
途
上
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
ｆ

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
般
市
民
参
加
型
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
お
金
を
集
め
る
の
が
大
変
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

は
常
に
お
金
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
私
個
人
は
少
し
オ
ー
バ
ー
に
言
え
ば
久
し
く

難
民
の
人
七
日
を
利
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
残

念
な
状
況
で
十
。
資
金
面
で
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

弱
さ
は
覆
い
が
た
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
の
面
で
は
終
身
雇
用
型
で
す
の
で
、

三
〇
代
、
四
〇
代
の
男
性
層
が
薄
い
。
最
近
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も

官
尊
民
卑
で
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
み
二
年
間
行

っ
て
良
い
と
い
う
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
あ

た
り
は
国
の
政
策
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
協
力
が
は

し
い
と
こ
ろ
で
す
し
、
わ
れ
わ
れ
も
一
般
の
方
に

理
解
を
求
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
れ
で
も
最
近
は
、
実
に
優
秀
な
人
材
が
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
女
性

が
素
晴
ら
し
い
。

菅
波
　
資
金
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

い
う
の
は
素
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
る

ヒ
い
う
音
数
が
非
常
に
強
い
ん
で
す
ね
。
し
た
が

っ
て
社
会
的
な
認
知
も
な
い
し
、
生
活
保
津
な
ん

て
要
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｘ
Ｇ
Ｏ
は
プ

ロ
が
や
っ
て
い
る
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

プ
ロ
が
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
私
が
重
要
だ
七
思
う
日
本
と
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
（
け
の

違
い
は
、
な
ぜ
国
際
貢
献
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
と
い
う
理
念
の
違
い
で
す
。
欧
米
は
キ
リ

ス
ト
教
の
は
っ
き
り
し
た
使
命
観
か
ら
来
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
日
本
が
国
際
貢
献
を
す
る
場
合
、

国
も
民
間
も
教
務
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

使
命
と
義
務
と
で
は
、
使
命
の
は
う
が
迫
力
が
あ

る
ん
で
す
。
義
務
だ
と
感
謝
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
欧

米
が
使
命
だ
と
言
う
と
わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
ね
。

　
日
本
は
、
憲
法
上
の
「
平
和
」
を
見
直
し
て
、

平
和
を
理
念
と
し
て
国
際
貢
献
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
は
武
器
を
売
っ
て
い
な
い
と

い
う
事
実
も
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
た
平
和
と
は
戦

争
が
な
い
状
態
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
安
定
を

も
意
味
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
今
目
め
生
活
と
明

日
の
希
望
が
侍
て
る
安
定
を
阻
害
す
る
の
が
戦
争

で
あ
り
、
災
害
、
貧
困
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に
私

た
ち
が
使
命
と
し
て
出
て
行
け
ば
、
た
と
え
援
助

額
が
少
な
く
て
も
相
手
に
伝
わ
る
出
際
貢
献
が
で

き
ま
す
。

　
そ
う
い
う
点
で
参
考
に
す
べ
き
国
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
す
。

アフリカ教育基金の会

AIrican Education Fund lnternlationa¶

アフリカの児童生徒を対象として、自立のための教員援助を中

心に、難民の人道的支援や都市困窮者への開発援助を展開する。
　　　　　　　　　　　　'-よJ- I ･- l j､IIJ~-●1-μZ･1』｀lt一sSSasi･〃J･ミー･一一-－。‥。
北九州市の商店主や医師、教師らが集まり、大かんぱつによる

飢餓に苦しむアフリカの人々を救済する目的で19日7年２月に設

立。東京、大販、福岡の国内支部のほか、ケニア、ルワンダ、

タンザニア、ウガンダ、ソマリアに19の海外事務所を持つ｡「国

際市民協力」（月刊）を発行。

〒907福岡県北九州市八幡西区折尾4-2-1日　柳瀬ビル3F

�093-691-6232　　　　　　　　　　　　　｡:

インターネット　http://www.network.oｒ.jｐ/8efhcl/
E-m日il: SGM01511＠niftyserve.or.Jp

アジア医師連絡協議会　　　　　　　　　▽

AMDA

アジアの医師を中心に1984年８月に設立された、国際医療救援

活動を目的とする組織。その活動対象国は、アジア、アフリカ、

欧州、南米に及ぶ。海外での人道的医療活動と地域医療保健活

動のほか、日本国内では、在日外国人の医療電話相談を東京・

大阪で実施している。「国際医療協力」（月刊）rAMOA
lnt‘|

NewsLetter』（年４回）を発行している。

〒7｛｝1-12岡山県岡山市楢津310-1

�086-2日4-7730
インターネット　http：／／ｗｗｗ．ａｍｄａ．ｏｒｇｊロ

Ｍ

｜



注l）アンプしラＮＧＯ　複数のＮＧＯを傘下に有し、ＮＧＯ

　　間の連絡調整的役割を果たす団体。

援
前
額
は
少
な
い
け
れ
ど
、
非
常
に
尊
敬
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
た
理
念

で
や
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
決
し
て
彼
ら
は
義
務

で
や
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
資
金
の
使
い
方
も

非
常
に
ス
マ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で

は
世
界
の
援
助
物
資
の
基
準
を
作
る
う
と
い
う
こ

と
で
、
中
小
企
業
の
参
入
を
得
て
、
い
わ
ば
ミ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
と
い
う
新
し
い
概
念
を
作
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
Ｓ
Ｆ
も
、
失
業
率
一
〇
％
の
医
師

が
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
組
ん
で
緊
急
人
道
援
助
を
行
な

う
、
一
種
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

理
念
と
実
利
が
朽
み
に
織
り
な
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
目
本
の
場
合
は
、
実
利
を
伴
う
の
は
不
純

だ
と
感
じ
ら
れ
て
い
て
、
観
念
的
な
と
こ
ろ
で
動

い
て
い
る
の
で
戦
略
も
立
た
な
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

ﾊﾞﾌﾞづ胆蛍丿回久代　　　　　　　’゛に‘　　　ヽ匹
才肩

]…
……才

浙詰漂惣需詔隠雪頻

福ﾖ鋸言

溺惣圖籐ﾙ

題謳賠靉胆診

膳願預胆

土
井
　
私
は
資
金
面
、
人
材
面
に
加
え
て
、
情
報

の
而
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
難
民

支
援
や
人
道
援
助
の
動
き
を
見
て
い
る
≒
報
道

で
は
ま
ず
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
動
い
て
、
国
際
世
論
の
形
成

力
に
な
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が
動
く
。
そ

の
時
Ｍ
Ｓ
Ｆ
が
必
ず
記
者
会
見
を
や
り
ま
す
ね
。

し
か
し
日
本
は
、
政
府
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
国
際
世
論
を

喚
起
す
る
力
が
弱
い
。
政
府
も
全
体
を
見
渡
し
て

後
ろ
か
ら
追
い
か
け
て
資
金
を
付
け
て
い
る
と
い

う
感
じ
で
す
。

　
資
金
と
人
材
の
問
題
は
決
定
的
で
す
が
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
仕
組
み
づ
く
り
も
大
き
な
問
題
で
す
。
た
と

え
ば
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、
ア
ン
ブ
レ
ラ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

四
つ
ほ
ど
あ
っ
て
、
そ
こ
に
資
金
が
流
れ
て
い
く

わ
け
で
す
。
難
民
支
援
の
第
一
フ
エ
Ｌ
ズ
で
は
大

型
の
資
金
が
必
要
で
す
が
、
自
己
資
金
が
乏
し
い

団
体
も
そ
う
ぃ
う
仕
組
み
に
乗
っ
て
か
な
り
の
仕

事
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
各
国
政
府
か
ら
拠
出

を
受
け
る
と
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
ブ
で
作

っ
て
い
る
欧
州
人
道
援
助
局
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら

の
資
金
が
出
ま
す
。
し
か
も
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
首
都
か

ら
難
民
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
フ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

や
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ

の
乏
し
い
地
域
で
活
動
す
る
場
合
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
が
重
要
で
す
か
ら
ね
。
日
本
に
も
そ
う
い
う

意
昧
で
の
仕
組
み
が
で
き
な
い
と
、
と
く
に
ア
フ

リ
カ
で
活
動
す
る
の
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
材
に
関
し
て
旨
う
と
、
援
助
の
肝
界
は
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
仕
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
欧
米
で
は

失
業
対
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
専
門
性
の
高
い
仕

事
と
し
て
確
立
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
三
ヵ

月
契
約
で
相
当
の
高
給
を
取
っ
て
他
に
回
っ
て
い

く
人
も
多
い
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
陽
介
は
、
そ
う

い
う
経
験
を
し
た
人
材
を
支
え
る
待
遇
や
給
与
が

与
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
優
秀
な
人
材
が
国
連
機

関
に
吸
収
さ
れ
た
り
、
大
学
院
に
進
学
し
て
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
戻
っ
て
こ
な
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド
経
験
が
あ

り
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
待
ち
、
語
学
が
で
き

て
、
き
ち
っ
と
文
章
も
書
け
る
よ
う
な
人
材
を
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
い
く
た
め
に
は
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
仕
事
と
し
て
社
会
が
認
知
し
て

確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
努

力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
全
体
の
仕

組
み
と
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

菅
波
　
今
、
日
本
に
開
発
協
力
の
大
学
院
は
六
つ

あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
開
発
援
助
や
国
際
保
健

の
専
門
家
養
成
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
私
た
ち

は
こ
う
い
う
専
門
家
で
は
な
く
、
む
し
ろ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

組
織
を
運
営
す
る
プ
ロ
が
は
し
い
ん
で
す
。
こ
う

い
う
人
た
ち
の
養
成
コ
ー
ス
の
あ
る
大
学
Ｘ
を
作

ろ
う
と
い
う
構
想
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
で
す
。

四
年
制
の
そ
う
い
う
組
織
運
営
の
プ
ロ
を
養
成
す

る
大
学
が
な
い
こ
と
も
目
本
の
弱
み
で
す
ね
。

吹
浦
　
私
は
今
、
あ
る
大
学
院
で
国
際
救
援
特
殊



注２)ＥＣＨＯ(ＥＬ)｢ｏＤｅａｎＣｏｍｍｕｎｉｔｙ ＨｔＪｍａｎｉｔ日(-

　　ian offic日、欧州人道援助届)1992年、Ｅｃが民放

　　紛争、戦争、天災などの犠牲者への人道援助、緊急食料

　　援助、および災禍予防・準備活動を目的として設立した

　　機関。約8()ものＮＧＯや国際救援機関との協力枠組み協

　　定を中心に、国籍、人種を問わず援助をもっとも必要と

　　している犠牲者・地域への効率的な支援活動を展開して

　　いる。

研
究
と
い
う
ゼ
ミ
の
講
座
を
侍
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
今
は
そ
う
い
う
形
で
す
ね
。
土
井
さ
ん
は
Ｃ

Ｎ
Ｎ
の
こ
と
を
お
っ
し
や
い
ま
し
た
が
、
日
本
の

一
般
紙
は
ア
フ
リ
カ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ユ
ー
ゴ
に

ほ
と
ん
ど
支
局
が
な
い
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
事

態
が
一
段
落
す
る
と
記
事
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
姿
勢
も
問
題
で
す
ね
。
ル
ワ
ン
ダ
を
は

じ
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
た
く
さ
ん
出
掛
け
て
い
る
ア
フ

リ
カ
に
大
使
館
の
実
館
が
な
い
の
も
残
念
で
す
。

小
井
沼
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
話
が
出
ま
し
た
が
、

難
民
人
道
支
援
で
は
、
比
較
的
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
シ
’
‐
ン
が
出
る
わ
け
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、

一
時
期
は
ユ
ー
ゴ
に
全
世
界
の
注
目
が
集
ま
り
ま

し
た
が
、
去
年
の
夏
以
降
は
ア
フ
リ
カ
・
ル
ワ
ン

ダ
の
お
か
け
で
ユ
ー
ゴ
は
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。

陽
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
は
お
金
も
出
し
に
く

い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う

人
道
支
援
の
狭
間
を
う
ま
く
拾
い
上
げ
る
よ
う
な

国
際
的
な
シ
ス
テ
ム
も
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

国
連
機
関
と
の
関
係
と
政
府
と
の
連
携

小
井
沼
　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
、
人
、
組
織
、
資

金
、
偕
ぃ
報
な
ど
の
点
で
問
題
か
お
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
人
材
面
で
は
国
際
機
関
の
邦
人
職
員
の

数
も
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
機
関
へ

の
邦
人
の
送
り
込
み
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
材
を
同
じ
ス

コ
ー
プ
で
見
て
、
両
者
の
間
で
人
事
交
流
を
す
れ

ば
具
体
的
な
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
す
が
。

菅
波
　
土
井
さ
ん
が
お
っ
し
や
っ
た
よ
う
に
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
の
業
績
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
国
連
機

関
に
入
る
と
、
今
度
は
生
活
保
障
の
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
は
帰
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
。
そ
の
意
味
で
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
人
材
を
国
連
機
関
に
送
り
込
む
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
・
ス
ク
ー
ル
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

吹
浦
　
将
来
雨
連
機
関
で
働
き
た
い
と
い
う
動
機

で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
来
る
人
が
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
そ

う
い
う
人
は
、
長
く
て
二
圭
二
年
し
か
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
人
材
を
育
成
し
た
と
私
は

そ
れ
な
り
に
満
足
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

菅
波
　
国
連
機
関
に
応
募
す
る
特
に
は
必
ず
動
機

と
キ
ャ
リ
ア
を
凪
か
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に

い
っ
た
ん
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
来
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
大
き
な
緊
急
入
道
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
や
る
前
に
調
査
団
を
送
る
ん
で
す
が
、
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
調
査
団
に
入
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
、
実
際
の
プ
石
ジ
ェ
ク
ト
に
参
入

し
て
い
く
余
地
が
な
い
ん
で
す
よ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も

業
界
が
で
き
て
い
る
と
言
い
ま
す
か
…
…
。

吹
浦
　
指
名
入
札
に
入
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
す

ね
。
た
だ
、
欧
米
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
や
っ
て
い
る
か

ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
お
い
し
い
と
こ
ろ
を
ど

ん
ど
ん
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
ち

も
っ
と
こ
の
分
野
で
の
政
財
民
の
協
力
を
椎
進
す

べ
き
で
す
ね
。

菅
波
　
私
た
ち
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

日
本
の
税
金
を
い
か
に
有
効
に
使
う
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
外
務
省
と
財
と
民
が
組
ま
な

け
れ
ば
不
可
能
で
す
。
み
ん
な
が
納
め
て
い
る
税

金
を
、
世
界
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
有
効
に
使
え

る
か
を
考
え
た
ら
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
新
し
い
と
こ

ろ
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
送
る
と
い
う
最
初
の
話
し
合

い
の
役
所
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
外
務
省
が
参
加

し
、
知
恵
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
情
報
公
開
の
時
代
で
す
か
ら
、
ル

ワ
ン
ダ
難
民
の
た
め
に
日
本
は
ど
の
段
階
か
ら
加

わ
り
、
ど
う
い
う
討
議
を
し
、
何
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
い
く
ら
お
金
を
出
し
た
か
と
い
う

情
報
公
開
を
す
れ
ば
、
国
民
も
納
得
し
て
参
加
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

吹
浦
　
一
八
年
前
、
「
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
」
が
大
量

に
南
シ
ナ
海
に
出
て
い
た
こ
ろ
の
話
で
す
が
、
イ

Ｍ
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ン
ド
シ
ナ
難
民
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
資
金
の

五
割
は
日
本
が
侍
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
は
難

民
を
受
け
入
れ
な
い
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た

ら
口
本
の
援
助
物
資
が
配
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
日

本
人
が
誰
も
お
ら
ず
、
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
な

い
、
日
本
は
も
っ
と
顔
の
見
え
る
援
助
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
の
会
は

生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
状
況
は
、
一
八

年
経
っ
た
今
で
も
基
本
的
に
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
わ
れ
わ
れ
は
外
務
省
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
外
務
省
か
ら
金
を
も
ら
う
と
、
言
う
こ

と
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
癒
着
だ
と
か

言
う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
私
ど
も
の
一
八
年
間

の
活
動
で
は
、
外
務
省
に
不
当
な
干
渉
を
受
け
た

こ
と
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
ポ
リ
シ
ー
が
変
わ
っ

た
こ
と
も
な
い
。
反
対
に
、
嫌
が
る
外
務
省
を
説

得
し
て
主
張
を
通
し
た
事
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
菅
波
　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
業
界
は
、
政
府
と
距
離

を
置
き
、
批
判
し
な
が
ら
お
金
を
使
っ
て
い
く
と

い
う
思
想
の
系
譜
が
あ
る
の
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
一
括

り
に
で
き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
ね
。

土
＃
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
自
己
資
金
と
政
府
の
助
成
金
に

関
し
て
よ
く
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
の
直
接
の

善
意
の
募
金
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
米
る
か
、
税
金
と

し
て
い
っ
た
ん
政
府
が
預
か
っ
た
も
の
を
持
っ
て

く
る
の
か
、
ル
ー
ト
は
異
な
っ
て
も
国
民
の
拠
金

に
は
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
国
民
と
か

市
民
の
意
思
を
反
映
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
や
り
き
る
実
施
能
力
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
に
食
い
込
ん
で
い
く
た

め
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
が
重
要
な
ん
で
す
。

良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
人
材
育
成
、
そ
の
生
活
保
障
、
社
会
の
認

知
、
資
金
の
流
れ
の
仕
組
み
作
り
、
情
報
、
世
論

形
成
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
時
期
に
米
て
い
る
と

思
い
ま
す
ね
。

小
井
沼
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
財
政
支
援
に
は
二
つ

や
り
方
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
バ
イ
の
関
係
で
直
接

支
援
す
る
も
の
で
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
と

か
Ｎ
Ｇ
Ｏ
補
助
金
は
こ
れ
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
も
、
こ
れ
が
多
い
で
す
ね
。
も
う
一
つ
は
国
際

機
関
に
つ
け
る
も
の
で
、
ロ
本
の
場
合
に
は
こ
の

は
う
が
多
い
わ
け
で
す
。
人
道
支
援
は
中
立
的
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
国
際
機
関
に
や
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
で
日
本
は
拠
出
金
を
出
し
て
き
た
ん

で
す
が
、
日
本
の
拠
出
金
の
う
ち
の
Ｉ
〇
％
足
ら

ず
の
も
の
し
か
目
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
使
わ
れ
て
い

な
い
の
が
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
使
え
る
よ
う
に
要
請
す
る
ん
で
す
が
、
国
際
機

関
と
の
間
で
軋
蝶
が
生
じ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
人

道
支
援
を
バ
イ
の
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き

だ
と
い
う
議
論
も
出
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
バ
イ
で
や
る
と
な
る
と
、
日
本
人
が
現

地
へ
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
人
材
が
豊
富
に
い
る

か
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
一
方
で
人

材
を
育
て
な
が
ら
、
財
政
的
な
支
援
も
徐
々
に
バ

イ
に
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
難
民
事
業
本
部
は
最
近
海
外
事
業
を
積

極
的
に
や
っ
て
お
り
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
海
外
展

開
の
お
世
話
役
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
の
提
供
も
し
た
い
し
、

財
政
的
な
支
援
を
行
な
う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

将
来
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ア
ン
ブ
レ
ラ
的
な
組
織

に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
人
道
援
助
機
構
の
構
想
　
　
’

菅
波
　
先
ほ
ど
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
話
が
出
ま
し
た
が
、

た
と
え
ば
日
本
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
）
人
道
援
助
機
構
を
作
る
と
い
う
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
日
本
が
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
年
間
一

〇
〇
億
円
出
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
ち
ら
に
三

〇
億
円
か
四
〇
億
円
流
す
。
そ
し
て
ア
ジ
ア
が
一

体
と
な
っ
て
ア
フ
リ
カ
に
人
道
援
助
に
行
こ
う
と

い
う
捨
惧
を
作
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と

同
じ
構
造
で
す
。
そ
れ
が
難
民
支
援
の
窓
口
に
も

な
る
と
思
う
ん
で
す
が
。
こ
れ
は
同
時
に
、
日
本

が
ア
ジ
ア
の
友
人
を
作
る
一
番
い
い
方
法
だ
と
も

思
い
ま
す
。

土
井
　
ア
ジ
ア
は
援
助
の
対
象
国
か
ら
卒
業
し
始

め
て
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー
ト



ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
出
か
け
よ
う
と
い
う
戦
略
は

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

菅
波
　
援
助
を
受
け
て
い
た
国
は
、
い
っ
そ
う
援

助
に
行
き
た
い
わ
け
で
す
ね
。
私
た
ち
は
ア
ジ
ア

多
国
籍
医
師
団
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
戦
争
に
向
か
わ
ず
に
、
い
い
方
向
で
統
一

す
る
方
向
に
も
働
く
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
憲
法

五
条
の
平
和
を
旗
印
に
、
世
界
人
道
援
助
イ
ュ
シ

ア
チ
ブ
を
ア
ジ
ア
で
出
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
人
道
と
い
う
基
礎
理
念
に
対
し
て
、

平
和
と
い
う
基
礎
理
念
を
掲
げ
れ
ば
、
日
本
は
二

つ
の
理
念
で
人
道
援
助
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
す
。

り
に
欧
米
中
心
型
だ
っ
た
の
で
、
ア
ジ
ア
地
域
を

考
え
る
こ
と
は
重
要
で
す
ね
。
私
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
や
ベ
ト
ナ
ム
で
長
く
人
道
支
援
を
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
地
域
で
は
欧
米
の
人
た

ち
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
而
も
あ
る
ん
で
す
。

土
井
　
湾
岸
戦
争
の
時
に
は
日
本
は
一
兆
四
〇
〇

〇
億
円
出
し
な
が
ら
、
顔
が
見
え
な
い
と
非
難
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
九
四
年
に
ル
ワ
ン
ダ
難
民
支

援
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
出
て
行
っ
た
時
に
は
、

国
際
社
会
か
ら
日
本
非
難
が
一
切
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
が
人
道
援
助
の
分
野
で
人
道
支
援
セ
ン

タ
ー
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
人
々
と
一
緒
に
世
界
に

出
て
行
く
と
い
う
方
向
性
を
二
Ｉ
世
紀
に
向
か
っ

て
打
ち
出
す
こ
と
は
、
日
本
の
生
き
残
る
道
で
も

吹
浦
　
大
賛
成
で
す
。
今
ま
で
こ
の
業
界
は
あ
ま
　
　
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
た
と
え
ば
教
科
青
堡
疋
問
題
や
、
従
軍
慰

安
婦
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
ア
ク
シ
ョ

ン
な
し
に
過
去
の
歴
史
的
な
問
題
ば
か
り
が
論
し

ら
れ
る
と
、
若
い
人
は
な
ん
と
な
く
自
分
の
国
に

誇
り
を
待
て
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
人
道
援
助

で
日
本
が
理
念
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
イ
ュ
シ
ア
チ

ブ
を
と
っ
て
い
け
ば
、
過
去
に
は
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
け
れ
ど
現
在
は
こ
う
し
て
い
る
、
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
新
し
い
理
念
と
ア
ク
シ
ョ
ン

が
あ
っ
て
、
日
本
人
の
精
神
構
造
、
世
界
観
が
変

わ
っ
た
な
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
思
う
ん

で
す
。

土
井
　
韓
国
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
ま
ね
た
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
い
う
組
織
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
香
港
で

も
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
香
港
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
動
き
始

め
て
い
ま
す
。
援
助
を
待
つ
側
か
ら
の
援
助
を
し

よ
う
と
い
う
動
き
の
基
盤
は
、
ア
ジ
ア
に
十
分
あ

る
ん
で
す
ね
。

菅
波
　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
自
分

た
ち
の
地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
多
い
ん
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
え
組

め
ば
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

切
り
替
わ
る
ん
で
す
。
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
と
い
う
の
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
大
国
な
ん
で
す
が
、
政
府
が
貧
弱
で
す
か
ら
棲

み
分
け
を
し
て
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
民

が
強
く
動
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
わ
け
で
、
日
本
が
ち

ょ
っ
と
支
援
す
る
だ
け
で
、
彼
ら
は
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
変
わ
っ
て
い
け
る
ん
で
す
。

吹
浦
　
青
年
海
外
協
力
隊
で
困
っ
て
い
る
の
は
、

稲
作
と
か
、
竹
工
芸
、
野
菜
栽
培
の
技
術
者
の
応

募
が
な
い
こ
と
な
ん
で
す
。
ま
た
、
医
療
面
で
も

今
の
日
本
の
医
者
が
現
地
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

と
は
限
ら
な
い
。
日
本
と
ア
ジ
ア
の
国
と
、
さ
ら

に
援
助
を
受
け
る
国
が
三
つ
に
な
っ
て
、
い
い
援

助
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
。
私
た
ち
は
、
ザ
ン

ビ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
日
本
人
医
師
と
「
ボ
ー

ト
ピ
ー
プ
ル
」
を
経
験
し
た
在
日
ベ
ト
ナ
ム
難
民

の
医
者
を
送
っ
た
ん
で
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
医

者
は
熱
帯
病
を
全
部
わ
か
っ
て
い
て
、
大
変
活
躍

し
ま
し
た
ね
。

A1



主５)ＪＰＯ(ＪＵｎｉｏｒＰｒｏｆｆｅｓｊｏｎａｌｏｍｃｅｒ)将又正

　　規の国際公務員を希望する人のために、－一定期間ＵＮＨ

　　ＣＲやＵＮＤＰ(国連開発計画)、ＷＦＰなど各国際機関

　　で職員として勤務することにより、専門矢r識を深め、国

　　際的業務の俤躾の機会を与える制度、

注6)キャンブ・サダコ・プログラム　学生、ボランティア休

　　暇を利用できる社会人なと老い世代が難民援助の現場を

　　実際に体験し、難民問題への理解を深め、将来国際社会

　　に貢献する人材育成の一助とすることを目的として、Ｕ

　　ＮＨＣＲがＮＧＯの協力を得て設ける研修プログラム。

　　ブータン、ネパール、ケニアなどの難民キャンプてi升修

　　を行なってきた。ネーミングは、国運難民高等弁務官の

　　緒方貞子氏から。

小
井
沼
　
非
常
に
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
い

ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
で
も
現

地
の
医
師
と
協
力
し
て
や
り
ま
し
た
ね
。

菅
波
　
今
度
ル
ワ
ン
ダ
難
民
問
題
で
、
私
た
ち
は

ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

在
京
ア
フ
リ
カ
外
交
団
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
す

で
に
一
四
カ
国
の
大
使
が
医
師
を
送
り
た
い
と
言

っ
て
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
も
や
り
た
い
ん
で
す
よ
。

ス
ー
ダ
ン
で
は
Ｉ
〇
〇
〇
人
の
医
師
が
待
機
し
て

い
る
と
言
い
ま
す
し
、
ウ
ガ
ン
ダ
も
が
Ｉ
ナ
も
ザ

ン
ビ
ア
も
医
師
を
送
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
彼

ら
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
動
く
と
欧
米

が
困
る
か
ら
、
今
ま
で
常
に
無
視
さ
れ
て
い
た
か

ら
な
ん
で
す
。
人
道
援
助
の
植
民
地
革
命
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。

吹
浦
　
そ
う
い
う
人
た
ち
が
働
け
な
い
よ
う
な
有

形
無
形
の
規
制
が
あ
る
ん
で
す
。

菅
波
　
ま
ず
国
運
経
済
教
仝
理
事
会
登
録
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
な
ら
な
い
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
本
部
と
行
き
米
が

で
き
な
い
。
国
運
経
教
理
登
録
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な
る
た

め
の
要
件
の
一
つ
に
、
多
国
籍
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

よ
う
な
小
さ
い
国
が
多
い
地
域
で
は
、
多
国
籍
の

枠
組
み
は
作
り
や
す
い
で
す
が
、
ア
フ
リ
カ
は
大

き
い
し
、
通
信
手
段
も
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、

な
か
な
か
多
国
籍
に
な
り
に
く
い
。
そ
れ
で
ア
フ

リ
カ
の
人
た
ち
が
優
秀
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
作
っ
て
も
国

通
経
社
理
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
登
録
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
国
運
は
無
視
す
る
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
が
呼

び
か
け
た
ら
、
参
加
し
た
い
と
い
う
国
が
一
四
も

あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
も
一
緒
で
、
日
本
は
こ
こ
を
組

織
化
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

土
＃
　
Ａ
Ｅ
Ｆ
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
国
籍
を
オ
ー
プ

ン
に
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
能
力
と
や
る
気

で
判
断
さ
れ
る
組
織
な
ん
で
す
。
そ
の
た
め
、
ア

フ
リ
カ
人
の
経
験
あ
る
優
秀
な
人
が
参
加
し
て
米

て
い
る
ん
で
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
’
独
立
性

小
井
沼
　
日
本
０
‐
人
道
支
援
を
国
際
的
に
立
ち
七

げ
て
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
政

府
の
強
い
協
力
閉
係
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
協

力
で
き
る
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
協
力
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
他
方
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
独
立
性
の

問
題
は
い
か
が
で
す
か
。

菅
波
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
独
立
性
と
い
う
の
は
、
私
た
ち

が
独
立
を
保
と
う
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
て
、

相
手
が
ど
う
思
う
か
で
す
ね
。
た
と
え
ば
今
度
ル

ワ
ン
ダ
難
民
支
援
に
Ａ
Ｅ
Ｆ
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
Ａ
Ａ

Ｒ
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
入
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国

連
平
和
維
持
活
動
）
で
は
目
本
の
帽
子
を
被
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
団
体
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
し
て
入
っ
て
く
る
け
れ
ど
、
政
府
の
帽
子

を
被
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
だ
か
ら
そ

こ
は
き
ち
っ
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん

で
す
。

吹
浦
　
ル
ワ
ン
ダ
に
政
府
の
帽
子
を
被
っ
て
行
く

と
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
独
立
性
を
ど
う
心
得
て
い
る
の

か
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
は
思
い
ま
す
。
た
だ
、
政
府
か
ら
補
助

金
を
も
ら
っ
て
い
る
と
独
立
性
を
失
う
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
今
度
も
政
府
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

内
部
に
干
渉
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
即

刻
、
手
を
切
る
と
い
う
姿
勢
で
い
る
の
は
当
然
で

す
。
下
請
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
と
官
と
の
協

力
の
あ
り
方
を
探
る
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
で
す
。

菅
波
　
国
際
社
会
で
は
政
府
が
入
る
と
軍
事
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
緊
急
人
道
援
助
で
も

政
府
と
し
て
は
簡
単
に
動
け
な
い
面
が
あ
る
。
だ

か
ら
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
密
接
に
連
携
し
て
行
動
す

る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

土
井
　
政
府
と
の
関
係
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
独
立
性
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
は
国
益
の
観
点

か
ら
外
交
、
防
衛
を
含
め
た
国
家
の
安
全
保
障
が

優
先
し
ま
す
し
、
私
ど
も
は
市
民
益
に
立
つ
人
間

の
安
全
保
障
と
い
う
立
場
で
す
。
け
れ
ど
も
東
西

の
冷
戦
構
造
が
解
体
し
、
新
た
な
政
治
的
枠
組
み

が
摸
索
さ
れ
、
経
済
的
に
は
南
北
問
題
が
対
立
軸

と
し
て
浮
上
し
て
い
る
今
日
、
日
本
が
国
際
社
会

に
生
き
残
る
、
も
っ
と
積
極
的
に
言
え
ば
信
頼
さ

れ
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
る
に
は
、
日
本
が
世
界

の
人
道
支
援
セ
ン
タ
ー
に
な
る
。
こ
う
し
た
哲
学

に
立
脚
す
る
国
家
目
標
に
は
、
国
民
の
支
持
も
集
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ま
る
し
、
モ
ラ
ー
牛
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
点
に
立
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
話
し
合
い

を
重
ね
、
国
際
協
力
の
現
場
で
の
仕
組
み
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
務
省
が
外

に
向
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
場
合
に
、
国
内
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
が
足
場
を
補
強
す
る
も
の
に
な

る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
の
協
力
作
業
は
も
っ

と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
と
政
府
へ
の
期
待

小
井
沼
　
日
本
の
人
道
支
援
の
あ
る
べ
き
姿
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
果
た
す
役
割
の
議
論
が
か
な
り
出
ま
し
た

が
、
今
後
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
あ
り
方
や
、
政
府
と
の
つ

き
合
い
方
で
何
か
あ
り
ま
す
か
。

菅
波
　
今
日
本
の
公
的
な
支
援
で
は
、
緊
急
時
に

資
金
を
パ
ツ
と
出
す
や
り
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
緊
急
時
に
Ｉ
〇
人
も
二
〇
人
も
人
を
道
っ

た
ら
、
手
持
ち
の
資
金
で
は
Ｉ
カ
月
も
持
ち
ま
せ

ん
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
は
そ
う
い
う
緊
急
資
金
が
あ

り
ま
す
が
、
日
本
で
も
緊
急
時
に
す
ぐ
に
出
せ
る

資
金
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

吹
浦
　
ル
ワ
ン
ダ
の
こ
と
に
し
て
も
、
一
一
月
に

起
き
た
こ
と
に
対
し
て
二
月
に
緊
急
援
助
で
行
く

と
い
う
の
は
お
か
し
い
で
す
ね
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
の
慎

重
す
ぎ
る
面
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
三
月
末
ま
で
に
帰
国
せ
ね
ば
と
い
っ
た
予
算

年
度
の
問
題
な
ど
を
ク
リ
ア
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

ほ
し
い
で
す
ね
。
総
理
の
機
密
費
の
よ
う
な
、
さ

っ
と
使
え
る
政
府
資
金
の
プ
ー
ル
が
あ
っ
て
い
い

の
で
は
な
い
で
じ
ょ
う
か
。

土
井
　
立
ち
上
げ
時
期
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
人

道
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ア
ン
ブ
レ
ラ
を
作
っ
て
お
い

て
そ
こ
に
プ
ー
ル
し
、
そ
こ
か
ら
出
せ
る
な
ど
の

仕
組
み
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

菅
波
　
そ
れ
か
ら
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
危
機
管

理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
支
援
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
海
外
に
出
て
行
く
と
病
気
も

あ
る
し
交
通
事
故
も
あ
る
。
し
か
し
危
機
管
理
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
な
い
ん
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
派
遣
す
る
医
師
と
大
使
館
の
医
務
官
、

そ
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
三
重
に
ダ
ブ
り
を
入
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
に
作

り
た
い
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
場
合
、
い
ざ
と
い
う
時
は
白

‐
］

訃
ｔ
ａ
ｔ
リ
リ
ー
。
”
…
…
…
…
ｊ
。
ｉ
ｌ
。
１
１

国
の
軍
隊
が
駆
け
つ
け
る
ん
で
す
。
し
か
し
日
本

の
自
衛
隊
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
な
お
さ

ら
そ
う
ぃ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

土
井
　
今
、
Ｊ
Ｐ
Ｏ
の
制
度
は
国
際
機
関
に
出
し

て
い
ま
す
が
、
あ
れ
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
派
遣
す
る
と
い

う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
や
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
・
サ
ダ
コ

に
学
ば
せ
る
と
か
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
出
生
と
い
う
制
度
を
作
れ
ば
い
い
と

思
う
ん
で
す
が
。

菅
波
　
フ
ラ
ン
ス
は
各
国
大
使
館
に
人
権
担
当
官

を
置
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
す
る
人
権
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
各
地
の
日
本
の
大

使
館
に
も
人
道
援
助
担
当
官
を
置
い
て
、
情
報
収

集
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。

吹
浦
　
語
学
の
訓
練
や
危
機
管
理
、
情
報
関
係
の

研
修
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
訓
練
所
や
外
務
省
の
研
修
所

で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
共
同
で
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
予

防
接
種
を
外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
、
協
力
墜
貝

の
よ
う
に
、
た
と
え
有
料
で
も
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
か
た
い
。

小
井
沼
　
難
民
支
援
は
新
し
い
分
野
で
す
か
ら
手

探
り
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
日
の
お
話
を
伺
っ
て
、

欧
米
よ
り
も
ア
ジ
ア
と
の
連
携
を
、
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
は
非
常
に
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
一
四
日
収
録
）
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